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 パリで生活していると、しばしば日本語の単語を目にしたり、耳にすることが

あります。どのような日本語がフランスで市民権を得ているのか気になり、フラ

ンスの辞書 Le Robert illustré 2021 を調べてみました。予想以上に日本語や

日本人の名前が出ていることが分かりましたので、４回に分けてご紹介します。 

 

１回目は、食に関する単語を取り上げます。フランスでは日本食レストランが

増え、フランス料理に和の食材が使われ、醤油はスーパーでも購入できるように

なりました。日本食の代表格ともいえる「寿司」や「天ぷら」以外に、どのよう

な食べ物が辞書に出ていると思いますか？ 

 

 例えば、「うどん」「蕎麦」「ラーメン」「焼き鳥」

「酒」「味噌」「抹茶」「餅」「すり身」「たたき」

「わかめ」「小豆」「柚子」で出ています。 

 

 日本食レストランが多く集まるパリのオペラ

座付近では、昼食の時間になると多くの人がラ

ーメン屋の前で行列しているのを見かけます。

抹茶ドリンクや抹茶味のスイーツを提供するカ

フェが増えています。以前は、抹茶は茶道のお作

法が必要な少々敷居の高いものと思われていま

したが、最近は日本でも和カフェで気軽に抹茶

を楽しむ人が増えています。私はフランスでは

まだ生の柚子を見たことがありませんが、柚子

味のドレッシングやスイーツ、柚子入りバター

を見かけます。 

 

 秋になって、マルシェで柿と椎茸を見つけました。どちらも秋の味覚で、フラ

ンスで新鮮な柿や椎茸を頂けるのは嬉しいことです。柿はフランス産ではなく

スペイン産ですが、味は日本で食べる柿と同じように美味しいです。椎茸には、

「決して生で食べないで」という注意書きがついていました。言われてみれば、

フランスでは、マッシュルームを生で食べることがありますが、椎茸は生のまま

では食べません。 
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 まだ辞書には載っていませんが、レスト

ランのメニューやスーパーではわさびや

枝豆を見かけます。次はどのような日本の

食材がフランスの辞書に登場するでしょ

うか。 


